
22 日本地理
出題パターン　�

　次の図を見て，あとの⑴～⑶の問いに答えなさい。

⑴�　図中のＡ～Ｆの県のうち，県名と県庁所在地名が異なる

ものはどれか。あてはまるものをすべて選び，その符号を

書きなさい。� 〔� 〕

⑵�　次の資料 1は，図中のＸの都市の熱帯夜の日数（年間）の

変化を示している。資料 1について説明したあとの文章中

の Ⅰ ， Ⅱ にあてはまる語の組み合わせとして

最も適当なものを，あとのア～エのうちから一つ選び，そ

の符号を書きなさい。

　　
　熱帯夜とは夕方から翌日の朝までの最低気温が25℃以上の日のことで，1930年代から現在まで，熱帯

夜の日数は増加傾向にあることがわかる。この原因として，地球全体の平均気温が上昇する Ⅰ と，

都市の地面が舗装されたことやエアコンの排気が増えたことによる Ⅱ 現象などが考えられる。

　　ア　Ⅰ：地球温暖化　Ⅱ：ストロー　　　イ　Ⅰ：地球温暖化　Ⅱ：ヒートアイランド

　　ウ　Ⅰ：砂
さ

漠
ばく

化
か

　Ⅱ：ストロー　　　　　エ　Ⅰ：砂漠化　Ⅱ：ヒートアイランド� 〔� 〕

　⑶　次の資料 2は，けんとさんが日本の貨物輸送について調べ学習を行い，輸送機関別輸送量とエネルギー消

費割合をまとめたレポートの一部である。 にあてはまる適当なことばを，「エネルギーの効率」の

語を用いて，10字以上15字以内で書きなさい。

　　

（「日本国勢図会」2020/21より作成）（2017年度）

資料 2　輸送機関別輸送量とエネルギー消費量割合
貨物輸送

輸送量
（トンキロ）

エネルギー
消費量

（キロカロリー）
船

航空機
1.7％鉄道 0.5％

0.3％

0％ 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

43.5％

7.3％

5.2
％51.1％

自動車 90.5％

　貨物輸送においては，輸送量割合よりエネルギー消費量割合の方が高い輸送機関として自動車と航空

機，輸送量割合よりエネルギー消費量割合の方が低い輸送機関として鉄道と船があげられる。このこと

から，自動車・航空機は，鉄道・船と比べて という特色があることがわかる。

　　〔� 〕
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資料 1
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�

ポイントポイントポイント
　日本地図をもとに，都道府県や県庁所在地の位置，地方区分を問う問題がよく出る。それぞれ名称と位置はあ

わせて覚え，各都道府県がどの地方に含まれるかなど，復習しておこう。また，自然環境，人口，資源・産業，

結びつきといった各テーマ別の特色や，各地方の特色を問う問題が，幅広く出題されている。特色をグラフなど

の統計資料とあわせて覚え，判別できるようにしておこう。

練 習 問 題
1 次の図を見て，あとの⑴～⑶の問いに答えなさい。

⑴�　図中のＸは断層が集まった地溝帯で，日本列島の地形を東西

に分ける境界となっている。Ｘを何というか。その名称をカタ

カナで書きなさい。� 〔� 〕

⑵�　右の資料 1は，図中のＹの気候を示

している。資料 1中の の月に降

水量が多くなっている理由に最も関連

の深いことがらを，次のア～エのうち

から一つ選び，その符号を書きなさい。

　ア　やませ

　イ　豪雪

　ウ　梅
つ

雨
ゆ

　エ　濃
のう

霧
む

� 〔� 〕

　⑶　次の文章は，社会科の授業で，班ごとに，図中のＡ～Ｄの県の特色をまとめたものである。それぞれの文

章を読み，あとの①，②の問いに答えなさい。

　　 1班：地形では 海岸が特徴です。また，漆器・陶磁器などの伝統産業が発達しています。

　　 2班：地形では 海岸が特徴です。また，対岸の県としまなみ海道で結ばれています。

　　 3班：地形では 海岸が特徴です。2011年の東日本大震災では津
つ

波
なみ

による大きな被害を受けました。

　　 4班：南部にシラスが分布します。気候は沿岸を流れる黒潮（日本海流）の影響を強く受けています。

　　①　文章中の に共通してあてはまる適当な語をカタカナで書きなさい。� 〔� 〕

　　②�　次の資料 2は，四つの班が調べた県の畜産，農業，工業，電力に関する統計をまとめたものである。 4

班が調べた県を，資料 2中のア～エのうちから一つ選び，その符号を書きなさい。� 〔� 〕
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（「理科年表令和３年」より作成）

資料 1

乳牛の飼育頭数
（2020年）
（頭）

きゅうりの生産量
（2019年）
（ｔ）

みかんの生産量
（2019年）
（ｔ）

化学工業の出荷額
（2018年）
（億円）

原子力発電の発電容量
（2019年度）
（百万kWh）

ア 13,600 63,100 9,300 1,762 －
イ 1,020 － － 2,497 26,717
ウ 41,600 13,100 － 582 －
エ 4,970 8,530 125,400 3,499 5,651

資料 2　四つの班が調べた県の畜産，農業，工業，電力に関する統計

（「データでみる県勢 2021」より作成）

－ 9－
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2 次の図を見て，あとの⑴～⑷の問いに答えなさい。

⑴�　図中のＸは，日本の西端に位置する島である。この島の

名と経度の組み合わせとして最も適当なものを，次のア～

エのうちから一つ選び，その符号を書きなさい。

　ア　島：沖
おき

ノ
の

鳥
とり

島
しま

　経度：東経約122度

　イ　島：与
よ

那
な

国
ぐに

島
じま

　経度：東経約122度

　ウ　島：与那国島　経度：東経約132度

　エ　島：沖ノ鳥島　経度：東経約132度� 〔� 〕

⑵�　次の文は，図中のＡ～Ｄのいずれかの県の様子を説明し

たものである。この説明にあてはまる最も適当な県を図中

のＡ～Ｄから一つ選び，その符号と県名をそれぞれ書きな

さい。� 符号〔� 〕　　県名〔� 〕

　
　日本海に面し，県の総面積の約76％は森林である。

また，県の中・西部ではすいかが栽培されており，東

部にある広い砂丘ではらっきょうが栽培されている。

南部にはなだらかな山地が東西に広がっている。

　⑶　次の資料 1中のａ～ｄは，図中のア～エの四つの都道県の工業出荷額の割合及び総額を示したものである。

資料 1中のｄにあたる都道県を，図中のア～エのうちから一つ選び，その符号を書きなさい。

　

石油・
石炭製品
17.9％

食料品
34.8％

鉄鋼 6.5％

石油・
石炭製品
16.5％

11.7％ その他 37.0％ その他 30.1%

輸送用機械計8.4兆円 計6.4兆円

計17.7兆円 計7.8兆円

輸送用機械
25.4％

輸送用機械
18.9％ 10.1％ 印刷

10.0％ その他 44.6%電気機械
13.9％

化学
10.8％

食料品 生産用機械 5.4％

その他 36.6％

食料品 6.5％

化学
14.8％

鉄鋼
12.1％a

c

b

d

資料 1
パルプ・紙 6.2% 輸送用機械 5.9％

食料品
9.4％

情報通信機械 7.0%電気機械

（2018年） （「データでみる県勢2021」より作成）

7.9％

� 〔� 〕

　⑷　図中の は，ともよさんが東京駅から新青森駅まで行ったときに，東北新幹線で通ったルートを示

している。次の資料 2中のア～エの文章は，新幹線が通過する県のうち四つの県で見られた伝統的工芸品に

ついてまとめたものである。ア～エの伝統的工芸品が見られるこれらの四つの県を，新幹線で東京駅から新

青森駅に行くときに通過する順に並べ，その符号を書きなさい。

� 〔　　　→　　　→　　　→　　　〕

0 300km 0 100km

A

BC
D

X

ア

イ
ウ

エ

ア

地元の森林資源を利用した宮
みや

城
ぎ

伝統こけし
が，伝統的工芸品に指定されている。全国
のこけしを集めたこけしまつりも開催され
ている。

イ

漆
しっ

器
き

である津
つ

軽
がる

塗
ぬり

が伝統的工芸品に指定されて
いる。特産のひばを材料とする商品を開発する
など，新しい試みが進められてきた。

ウ

漆器である会
あい

津
づ

塗
ぬり

が伝統的工芸品に指定さ
れている。近年は現代的なデザインの新し
い製品を開発するなどのくふうをしてい
る。

エ

鉄びんや茶がまとして使われる南部鉄器が伝統
的工芸品に指定されている。原料となる鉄や木
炭，粘土などが豊富なことから，鉄器づくりが
さかんになった。

資料 2

－ 10 －
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3 次の図を見て，あとの⑴～⑷の問いに答えなさい。

⑴�　図中にＡで示した緯
い

線
せん

は，北
ほく

緯
い

40度を示している。この

緯線が通る世界の国々の組み合わせとして最も適当なもの

を，次のア～エのうちから一つ選び，その符号を書きなさ

い。

　ア　エジプト，カナダ

　イ　イタリア，アメリカ合衆国

　ウ　ペルー，インドネシア

　エ　インド，スペイン

� 〔� 〕

（2017年）　　　　　　　（「日本国勢図会2020/21」より作成）

⑵　図中のＢの地域の気温と降水量を示

すグラフとして正しいものはどれか。

右のア～エのうちから最も適当なもの

を一つ選び，その符号を書きなさい。

なお，ア～エは金沢，根
ね

室
むろ

，那
な

覇
は

，高

松のいずれかを示している。

� 〔� 〕

　⑶　図中には，水あげ量が全国で上位 5位までの漁港と，その水あげ量が示されている。このうち，水あげ量

が上位 1位， 2位を占める漁港の沖合を流れている暖流を何というか，書きなさい。

� 〔� 〕

　⑷　原油（石油），石炭，鉄鉱石は，日本の輸入品目の中でも上位を占めている鉱産資源である。次のグラフは，

これらの鉱産資源の輸入相手国を示している。ａ～ｃのグラフにあてはまる鉱産資源の組み合わせとして最

も適当なものを，あとのア～エのうちから一つ選び，その符号を書きなさい。

　　　　

オーストラリア
58.7％

サウジ
アラビア
35.8％

アラブ
首長国連邦
29.7％

カタール
8.8％

ロシア連邦
5.4％
ク
ウ
ェ
ー
トインドネシア

15.1％

10.8％
ロ
シ
ア
連
邦

カナダ
アメリカ合衆国

7.1％
5.5％

アメリカ合衆国 1.7％その他 2.8％

その他
11.8％

8.5％

その他 
5.6％

（「日本国勢図会2020/21」より作成）（2019年）

a b

オーストラリア
57.3％

ブラジル
26.3％

カナダ
6.2％

南アフリカ
共和国
2.9％

c

　　ア　ａ：原油（石油）　ｂ：石炭　ｃ：鉄鉱石　　　　イ　ａ：石炭　ｂ：原油（石油）　ｃ：鉄鉱石

　　ウ　ａ：鉄鉱石　ｂ：原油（石油）　ｃ：石炭　　　　エ　ａ：石炭　ｂ：鉄鉱石　ｃ：原油（石油）

� 〔� 〕
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銚子 28万t
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0 300km
0 100km
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（「理科年表令和３年」より作成）
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実 戦 問 題
1 次の図を見て，あとの⑴～⑶の問いに答えなさい。

⑴�　次の 中の 5つの県名の〔　〕には，同じ漢字 1字があ

てはまる。これらの 5県のうち，①九州地方に位置する県と，

②県名と県庁所在地名が異なる県の県名をそれぞれ書きなさ

い（〔　〕にあてはまる漢字も含めること）。

⑵�　図中の で示した地域について，次の文章中と図中の

Ⅰ ， Ⅱ に共通してあてはまる語の組み合わせと

して最も適当なものを，あとのア～エのうちから一つ選び，

その符号を書きなさい。

　　 　この地域は， Ⅰ という自然災害による被害が今までに発生した地域を示している。この自然災
害は，図中の をはじめとする地域で発生した Ⅱ を原因として起こる高い波が海岸に打ち寄せる
ことにより，沿岸地域に大きな被害をもたらす。

　　ア　Ⅰ：高潮　Ⅱ：火山噴火　　　　イ　Ⅰ：高潮　Ⅱ：地震

　　ウ　Ⅰ：津
つ
波
なみ
　Ⅱ：火山噴火　　　　エ　Ⅰ：津波　Ⅱ：地震

　⑶　次の資料は，さゆりさんが図中の七つの地方を農業，工業，商業の面から比べたことをまとめたものの一

部である。これを読み，あとの①，②の問いに答えなさい。

　　①�　グラフ中のＸ～Ｚと図中のＡ～Ｃの組み合わせとして最も適当なものを，次のア～エのうちから一つ選

び，その符号を書きなさい。

　　　ア　Ｘ：Ａ　Ｙ：Ｃ　Ｚ：Ｂ　　　　イ　Ｘ：Ｂ　Ｙ：Ａ　Ｚ：Ｃ

　　　ウ　Ｘ：Ｂ　Ｙ：Ｃ　Ｚ：Ａ　　　　エ　Ｘ：Ｃ　Ｙ：Ｂ　Ｚ：Ａ

　　②�　資料中の下線部の地方は，グラフ中のＸ～Ｚの中に二つ含まれている。残る一つの地方名をグラフ中か

ら選んで書きなさい。

大きな が発生した地域

マグニチュード7.9以上の
 が発生した地域

A

B

Ⅰ

Ⅱ

C

（「理科年表」より作成）

（1885年以降）

広〔　〕　　　　徳〔　〕　　　鹿児〔　〕
福〔　〕　　　　〔　〕根

　右のグラフは，七つの地方の農業

産出額，工業出荷額，年間商品販売

額が全国に占める割合を示したもの

です。グラフ中のＸ～Ｚには，図中

のＡ～Ｃのいずれかの地方があては

まります。これを見ると，三大都市

圏が発達している三つの地方は，工

業出荷額，年間商品販売額の上位を

占めていることがわかります。

農業産出額

九州
20.6％

関東
18.4％

東北
15.7％ 9.6％ Z

6.5％

中国・四国

X
15.4％

Y
13.8％

東北
5.6
％

Z
19.4％

Y 1.9％

中国・四国 6.1％

Y 3.2％東北

5.0
％

Z
16.3％

（「データでみる県勢2021」より作成）

（2018年）工業出荷額

九州
7.7％

関東
25.6％

中国・
四国
11.0％

（2018年）年間商品販売額

九州
7.7％

関東
47.2％

X
28.8％

X
14.5％

（2015年）

⑵ ⑶ ① ② 地方

⑴ ① 県 ② 県

資料

－ 12 －
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2 次の図を見て，あとの⑴，⑵の問いに答えなさい。

⑴�　図中の は，海に面していない県を示している。この

うち，次の二つの条件にともにあてはまる県はいくつあるか，

その数字を書きなさい。

　
・中部地方に含まれる。

・県名と県庁所在地名が異なっている。

⑵�　次のレポートは，あきらさんが日本の森林について調べ学

習を行い，その内容をまとめたものの一部である。これを読

み，あとの①，②の問いに答えなさい。

　　①�　レポート中の Ⅰ にあてはまる語を答えなさい。また，林業従事者の変化について，資料 2から読

み取れることを「高齢化」の語句を用いて，レポート中の Ⅱ にあてはまる形で20字以内（読点を含む。）

で書きなさい。

　　②�　資料 3の木材自給率は，「国産材÷木材供給量×100」という式で計算できる。棒グラフをもとに2018年

の木材自給率を小数第1位を四捨五入して計算し，木材自給率と折れ線グラフを資料 3中に書き入れなさい。

　住民から集めた税をもとに森林整備事業を進めるため，「森林環境税」を導入する都道府県が増えて

います。資料 1を見ると，日本の人工林は全体的に樹齢が Ⅰ なっていることがわかります。また，

資料 2を見ると，1980年と比べると近年は Ⅱ ことがわかります。こういった背景から，森林環境

税が導入され，森林の整備費用にあてられています。また，資料 3を見ると，1995年には国産の木材の

供給量よりも，外国産の木材の供給量の方が多くなったことがわかります。
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資料 1　人工林の樹齢別面積の変化
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資料 2　林業従事者の変化

0

5

10

15 50
40
30
20
10
0

（「木材需給表」より作成）
（年）

（万m3） （％）

木材自給率95％

3,020

5,227

2,292

8,901

5,038

2,016

4,279

248

71％

20％

木
材
供
給
量

木
材
自
給
率木

材
供
給
量

（うち外国産材）

（うち国産材）

2018199519651955

資料 3　木材供給量と木材自給率の変化
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② （資料３中に記入）

⑴ つ ⑵ ① Ⅰ Ⅱ

（林野庁調べ）
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